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長大法面掘削における
情報化施工について

鈴中工業（株）



工 事 名 平成21年度 佐久間道路建設工事

工事箇所 愛知県北設楽郡東栄町三輪

工 期 平成２１年９月４日～平成２２年１２月２０日

工事延長 L=200m

工事内容

本線部 土工 １式（掘削、残土処理V=80,000m3）

排水工、法面植生工 １式

工事用道路

建設ICT試行工事

① バックホウマシンガイダンス技術（GNSS）

② TSによる出来形管理

発注者 中部地方整備局 浜松河川国道事務所

工 事 概 要



施工位置図



平 面 図

工事用道路

N

切土 V =   80,000m3
土砂 30,000m3
軟岩 48,000m3
中硬岩 2,000m3

本線掘削部



切土高 約50m
法面段数 ７段
法面勾配 土砂 1:1.2

岩 1:1

横 断 図
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植生基材吹付け



ﾏｼﾝｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

Global Navigation Satellite System
汎地球測位航法衛星ｼｽﾃﾑで人工衛星からの信号を用いて位置を決
定する衛星測位ｼｽﾃﾑの総称。

ＧＰＳ（Global Positioning System)（米）、GLONASS（露）

ＴＳ出来形管理

GNSS

バケット、排土板の高さと設計面との差をオペレータにモニターを通して
ガイドする技術。
（バックホウ、ブルドーザ、モータグレーダで実用化）
丁張りレスで施工→ 施工のスピードと品質の両方が向上。

施工管理データを搭載したＴＳを使用して、計測した出来形測点の３次元
座標値から、幅、法長、高さを算出するもので、従来の巻尺、レベルによる
測定が不要となる。
出来形管理から帳票作成作業までが効率的に実施される。



バックホウ-MG、TS管理状況（ビデオ）



バックホウによるマシンガイダンス技術

対象工種

土工 掘削工

使用ｼｽﾃﾑ

３Ｄｶﾞｲﾀﾞﾝｽｼｽﾃﾑ

GNSSアンテナ
（移動局）

GNSSアンテナ
（基地局）

センサー



バックホウーMG導入のメリットと問題点

導入のメリット

・ 掘削精度（±25mmにて設定）の向上 （規格値±50mm）
・ 丁張りレスによる設置労力の削減

・ 断面変化の多い場合も、丁張りなしで施工可能

・ 作業効率の向上 ﾚｷ質土整形25m2/h          約30m2/h（施工実績）

問題点

・ 基本設計データ作成において、変化点が多い工区ではブレークライン※、

追加断面等の修正作業が必要。

・ 電波受信状態の悪い地域では、稼働開始当初

に最適受信位置探索のための作業時間が必要。

施工開始当初には、ある程度の丁張りが必要。

※急激な地形変化を結んだ線（等深線）
施工当初の状況



基本データ作成例

３Dﾃﾞｰﾀ作成図面

当現場では、設計法面に現地地形と摺合せ部分があったことから、MG-３Dデータ作
成に時間を要した。（約１週間）

TSﾃﾞｰﾀ作成は道路中心線が基本となるが、本工事では互換性が少なかったために
MGデータ作成以上に時間を費やした。（約１ヶ月）

計画平面図



バックホウーMG使用の感想

・ オペレーターがモニター画面に慣
れるのにある程度の時間を要する
が、その後は施工効率が上がるとと
もに施工精度の向上が図られた。

・ 長大法面（山岳地）での丁張り作
業の削減は、安全、労務等への影
響が大きい。

今回のような山岳地の複雑な切土工事にも適用でき、使用に
よるメリットは安全面を含めて大きいと考えられます。



TS出来形管理

対象工種
土工 掘削出来形

使用システム
TS（ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝ）
基本設計情報・出来形帳票作成ソフト



TSによる測定状況

電子野帳表示状況 土質変化時へのTS使用状況

PC表示状況



TS出来形管理導入のメリットと問題点

導入のメリット

・出来形測定時の人員及び計測時間削減。

（自動追尾式TSでなかったため、観測者の削減は出来なかった。）
・測定値記載ミスの防止と帳票作成までの迅速化。

・設計値との比較・測定誤差が迅速に確認可能。

・ＴＳによる起工測量、土質変化位置確認への応用も可。

問題点

・法肩ﾗｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ部等の曲線部測定は不可。

・道路中心線に直交しない設計切土面では、斜長計測となる。

・測点毎の断面形状が異なる場合は、基本データ作成及び任意測点
での計測が難しい。

・使用に際しては慣れが必要。



建設ICT現場見学会

中部技術事務所、高山国道事務所見学会

地元、隣接工区、自社合同見学会



おわりに

ご静聴ありがとうございました ＼( ^-^ )／

本現場は２種類の情報化施工技術を引き続き試行中です。

バックホウマシンガイダンス技術は、本現場のような長大法面においては、従来に
比べ施工精度（品質）、安全面（急斜面での丁張り設置の削減、施工途中での丁
張りと法面仕上げの確認作業削減）等にメリットがあります。

TS出来形管理技術は、改善できればと思う点もありますが、測定時人数の削減、
測定値記載ミスの防止、電子野帳の利便性等のメリットもあります。

引き続き情報化施工技術を使用して、安全に工事を進めていきます。


